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④教育活動情報の公表（高等課程の場合） 
 
(高等課程の場合のみ回答) 
0401 ア～スの各項目についてどのように情報

提供を行っていますか、 
・Webサイト等により提供している 
・入学案内・説明会において提供している 
・求めに応じて提供している 
のそれぞれの観点から判断してください（複数

選択可） 
 「学校の概要（校長名・所在地・沿革・特色ある

教育活動など）」が「Web サイト等により常に提供

している」、「入学案内・説明会において提供してい

る」ともに最も多く、「各学科（コース）等の教育（定

員・入学者数・科目編成・資格取得状況など）」が続

いた。 
 全体としては、「入学案内・説明会において提供し

ている」が最も多く、「Web サイト等により常に提

供している」の1.2倍、「求めに応じて提供している」

の1.5倍になった。 
一方で、財務状況、学校評価の実施状況に関する

情報公開は極めて低い。 
 
(高等課程の場合のみ回答) 
0402 情報の公表に関する自由記入欄 記述省略 
 
⑤教育活動情報の公表（専門課程の場合） 
(専門課程の場合のみ回答) 
0501 ア～スの各項目についてどのように情報提

供を行っていますか、 
・Webサイト等により提供している 
・入学案内・説明会において提供している 
・求めに応じて提供している 
の観点から判断してください。 
（複数選択可） 

 情報提供の対象項目では、「授業料、入学金その他

専修学校が徴収する費用」が最も多く、「教育目的、

教育目標」、「授業科目、授業の方法及び内容、年間

の授業計画」と続いた。 
 情報提供の方法では、「入学案内・説明会において

提供している」が最も多く、「求めに応じて提供して

いる」、「Webサイト等により常に提供している」と

続いた。 
一方で、「財務状況」、「学校評価の実施状況」に関

する情報公開は極めて低い。 
 
(専門課程の場合のみ回答) 
0502 情報の公表に関する自由記入欄  
・ 情報公開により学校の状況を保護者・関係者に良く知って頂くことができ、学校に信頼をより高めること
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ができる。 
・ ＷＥＢサイトや入学案内、特に学校説明会で公表することに力を入れている。 
・ 学生、保護者及び学校関係者への説明責任を果たす意味でも情報公開は必要。 
・ 今後、具体的にどのように公表していくか検討中。 

 
⑥教員の資質向上 
 
0601 専任（常勤）教員に必要な能力として採用時

に明確にしている要件を選んでください（複

数選択可） 
 「学生・生徒に対する指導力（1,092校）」が最も多

く、「高度な職業資格（774校）」「企業や業界団体等で

の優れた業務実績・専門性（766校）」「最終学歴（633
校）」、「専修学校での教育指導経験（632校）」と続く。

一方、「学術研究の業績（242校）」は最も少なかった。

その他の自由記述には、臨床経験年数などの現場経験

年数などが挙げられている。 
 
 
0602 専任（常勤）教員の資質・能力向上のため

の取組で実施しているものを選んでくださ

い（複数選択可） 
 「外部研修の受講奨励（1,033校）」、「現任教員研

修の実施（989校）」、「新任教員研修の実施（945校）」

と、研修を実施している学校が多い。「研究・研修の

ための長期休暇制度（80 校）」が非常に少ないが、

「研究・研修のための経費補助制度（631校）」を学

校として設け、教員の資質向上を行っている。 
 
0603 兼任（非常勤）教員に必要な能力として採

用時に明確にしている要件を選んでくださ

い（複数選択可） 
 「学生・生徒に対する指導力（892 校）が最も多く、専任（常勤）教員に必要な能力と同様な傾向を示してい

るが、「専修学校以外での教育指導経験（676校）」、「企業や業界団体等での優れた業務実績・専門性（870校）」、

「高度な職業資格（854 校）」、「学術研究の業績（347 校）」が専任（常勤）教員よりも多く、兼任（非常勤）教

員には、専門性の高さが求められている。 
 
0604 兼任（非常勤）教員の資質・能力向上のための取組で実施しているものを選んでください（複数選択可） 
 「学生生徒による授業評価（717 校）」が、2 番目に回答が多かった「教員相互の公開授業の実施・評価（271
校）」の2.6倍以上と多い。一方、「研究・研修のための長期休暇制度」が非常に少ない。 
 その他の自由記述では、「講師打ち合わせ会等での連絡・意見交換の実施」や、「会議等において教育目標・指

導手法を共有」するなどの意見があった。 
 
0605 教員の資質向上に関する自由記入欄  
 ・ 専門学校は、教員育成制度が未熟で実務経験を踏まえ教員となるため、生徒指導・生活指導など異本的な

教育指導向けの研修の充実が必要。 
・ 教員数に余裕がなく研修等への参加がしにくい。 
・ 専任(常勤)は総合的な学校運営と学生指導(ヒューマンスキルを含む)、兼任(非常勤)は高度な実務能力と専

門的な最新の知識・技術・技能の教授に期待し役割分担を図っている。専任・兼任いずれの教職員にもヒ

ューマンスキルの向上に期待。 
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・ 全科目において授業評価を実施。当初、教員からの反発もあったが、学生から多くのことが学べる教員も

増え、評価が低かった科目・教員に対する評価が高くなった例もある。 
 
⑦職員の資質向上 
 
0701 職員の資質向上のため実施している基本的

な研修を選んでください（複数選択可） 
 「新任者研修（982校）」が最も多く、「中堅者（主

任・係長層等）研修（624 校）」「管理者（管理職）

研修（593校）」が同程度で「新任者研修」の6割く

らいで実施されている。 
 
0702 職員の業務の専門性を向上させるため実施している研修を選んでください（複数選択可） 
 「広報活動に関する研修（531校）」、「就職指導等に関する研修（494校）」、「経理・財務研修（395校）」、「カ

ウンセリング研修（384校）」、「キャリアコンサルタント研修（313校）」と続く。 
 
0703 職員の資質向上に関する自由記入欄  
 ・ 職員の資質向上のために、積極的に外部の研修を活用。 
 ・ 学校全体の機能を支えるスタッフとして必要な技能や資質を磨く機会を提供することが必要。各種セミナ

ーの情報収集・提供、外部研修参加時の交代要員の確保などに配慮。 
・ 学校運営、学生指導の為に必要な資質向上に期待。ヒューマンスキル向上が必須、カウンセリングマイン

ドのある教職員を目指している。 
・ 自己啓発を基本として奨励。 
・ 看護に関する職能スキルアップ、学校協議会の研修・研究会の参加を奨励。 

 
⑧教育課程（カリキュラム）の編成 
 
0801 教育課程（カリキュラム）は、教育目標・目的等に沿って体系的に編成していますか 表・グラフ省略 
 「常に体系的に編成をしている（1,086校）」が最も多く、「ある程度体系的に編成している（500校）」の回答

を合わせても98％の学校が何らかの形で体系的に編成しているとの回答があった。 
 
0802 社会人（就労している者及び再就職者など）の学びを観点とした教育課程（カリキュラム）編成を行っ

ている学科（コースを含む）はありますか  
 「ある（399校）」、「ない（1,192校）」との回答があり、1：3の割合となっている。 
 
(0802でアを選択した場合にのみ回答) 
0803 設置している学科の分野を選んでください

（複数選択可） 
 社会人の学びを観点とした教育課程編成を行って

いる学科としては、「第3分野（医療分野）（174校）」

が最も多い。また、「第2分野（農業分野）（19校）」

が最も少ない。 
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0804 教育課程（カリキュラム）の編成は、どのように行っていますか 
 カリキュラム委員会等で、各学科間の調整をしながら編成している学校が約50％である。 

記号 選択肢 学校数 

ア 学内にカリキュラム委員会等を設置し、各学科間の調整を行い編成している 749 

イ 各学科の担任教員が個々に作成した計画を事務局で集約し調整の上、編成している 588 

ウ その他 236 

合 計 1573 

 
 
0805 教育課程（カリキュラム）改善のための

見直しは定期的に行っていますか  
 「定期的に見直しを行っている（788校）」（49％）、

「定期的ではないが、必要があれば見直している

（767校）（48％）」との回答があった。 
 
0806 教育課程（カリキュラム）の編成に関

する自由記入欄 
 代表的なものとして次のような記述があった。 

・ カリキュラムの編成は専門学校にとって最重要項目。 
・ 産業界のニーズに対応していく必要性と生徒の興味や関心に応えていく内容をカリキュラム編成上意図

していきたい。 
・ 教育改革委員会を常置し、常にキャリア教育を中心とした教育改革を実践している。 
・ 教員会議の定例会議及び科目担当者会議を設置し、この中で検討を実施。 
・ 専門学校は職業教育機関として就職先＝業界の変化に対応することが当然の如く求められており、毎年、

業界の動向を調査した上で、カリキュラムの改善をすることが必要。 
・ 関連企業との情報交換に基づき、要否の検討を加えている。 
・ より業界を巻き込んだカリキュラム編成をしていきたい。 
・ 福祉・医療分野のニーズは刻々と変化する。それに柔軟に対応しうる編成ができることが専門学校の特

徴であり、責務である。新たに導入される医療的ケアや実務者研修に関する検討、研修を順次体系的に

実行中。 
・ 大学、臨床実習先の講師や、学科からの情報を考慮し、より実践的なカリキュラムとなるよう工夫。 

 
⑨授業評価 
 
0901 学生・生徒等による授業評価方法としてど

のようなものを実施していますか（複数選

択可） 
 授業を受ける側による授業評価方法としては、「授

業評価アンケートの実施（962校）」が多い。その他、

授業にとどまらず、学校運営全般に関するアンケー

トを実施している学校も少なからずある。また、ヒ

アリングや公開授業を実施している学校もある。 
 
(0901でア、イを選択した場合にのみ回答) 
0902 学生・生徒等による授業評価の対象範囲はど

れくらいですか 
 「全学科の全授業」と、一部の学科や一部の授業と

いった「部分的な授業評価」は6:4の割合である。 
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記号 選択肢 学校数 

ア 全学科の全授業 654

イ 一部の学科の全授業 64

ウ 全学科の一部の授業 210

エ 一部の学科の一部の授業 105

オ その他 29

合 計 1062

 
(0901でア、イを選択した場合にのみ回答) 
0903 学生・生徒等による授業評価の実施サイクルはどれくらいですか 
 定期的に授業アンケートを実施していると回答があった学校は「年に1回（427校）」、「年に2～5回（392校）」

「年に6回以上（20校）」は、合わせると79％になる。また、不定期に実施する「授業ごと」「その他」は21％
となった。 
 
(0901でア、イを選択した場合にのみ回答) 
0904 学生・生徒等による授業評価の結果をどのよ

うに活用していますか（複数選択可） 
 「科目ごとで授業内容（632 校）や授業方法（631
校）の改善」に活用する学校が多いが、一部、「教員の

人事考課（263校）」に活用する学校もある。その他の

回答で自由記述では、「教員にフィードバックする」、

「教員の意識改革」などがあるが、活用されていない

との意見もあった。 
 
0905 学生・生徒等による授業評価に関する自由記入欄  
 ・ 教員コンピテンシーパフォーマンススタンダードの定義を作成し課題を整理。 
 ・ アンケートを記名式により、授業だけでなく事務サポート、寮などすべてに実施。  
・ 前期に無記名で全科目を通じて学生の意見を集約し、夏期職員研修等で教員が活用・検討して後期の授業

計画をたてる。 
 ・ 専任教員の科目ごとに講義後に行う身にアンケートで、分かったこと、分からなかったこと、質問、意見、

理解度の評価を具体的に聞くものもある。全体としての理解度の把握を目的とした講義後レポート(要点まと

め、感想、意見、質問)を提出してもらっている。 
  
(0901でオを選択した場合にのみ回答) 
0906 学生・生徒等による学校運営全般に関するアンケートの評価項目数（最も詳細に認識したときの項目数）

をご記入ください（複数選択可） 
 「授業（方法・形態・理解度）（1,128校）」が最も多い。一方で、「情報の公開・発信（65校）」、「家庭におけ

る教育状況（65校）」「保護者・地域住民との連携（69校）」が少ない。 
 
⑩成績評価基準の明示 
 
1001 学生生徒に対して、授業の方法及び教育内容、並びに一年間の授業の計画をあらかじめ明示するととも

に、学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたって、学生生徒に対してその基準をあらかじめ明示し、

当該基準にしたがって行っていますか  
 「行っている（1,461校）」との回答が全体の91%であった。その他（22校）の自由記述では、入学時に説明、

又は準備中との回答があった。 
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(1001でアを選択した場合にのみ回答) 
1002 設置している学科の分野を選んでください 
 設置している学科は、「第3分野（医療分野）（579校）」が最も多く、次いで「第8分野（文化・教養分野）（277
校）」、「第6分野（商業実務分野）（253校）」が多い。 
 
1003 成績評価基準の明示に関する自由記入欄 
 代表的なものとして、次のような記述があった。 
・ オリエンテーション時に科目ごとにシラバスの確認、成績評価方法の説明を実施。 
・ 教育要綱、シラバスに明記し、年度当初より活用。学生便覧において認定等の基準を明確にしている。 
・ 学則に明記し、全ての学習単位が同一評価となるよう実習も含めてABCD（Ｄ不可）を示す。Ｄは再試験・

再実習を実施。 
・ 学業成績評価は、定期試験の際に平素の学習状況を考慮して学年末に総合評価。各科目の学年末成績評価

は、５９点以上を不可、60点以上を成績に応じて秀、優、良、可とする。学年において各科目の出席率が

８０％に満たない場合は評価を認定しない。 
・ 成績評価は学力評価とモチベーション評価を同時に行う。さらに、期末ごとの改善・成長度合いも重視。 
・ 成績評価基準に達しない生徒はレポート提出、補修を実施。 

 
⑪シラバスの作成 
 
1101 シラバスの作成はどのようにしていますか 
 「学校内で統一して作成している（1,178校）」とい

う回答が最も多く、全体の73%であった。 
記号 選択肢 学校数 

ア 学校内で統一して作成している 1178

イ 学校内で統一はしていないがそれ

ぞれ作成している 
297

ウ 作成していない 127

エ その他 15

合 計 1617

 
(1101でア、イを選択した場合にのみ回答) 
1102 シラバスの具体的項目として設定している項

目を選んでください（複数選択可）  
 前問で「シラバスを作成している」と回答した学校

1,475 校のうち、「授業の概要（1,398 校）」と全体の

95％の学校でこの項目を回答。次いで、「授業の目標

及び学修効果（1,277校）」「各回の授業の概要（1,175
校）」「教科書・参考文献等の提示（1,146 校）」「成績

評価の方法・基準（1,094校）」と続く。 
 一方で、「復習の必要時間・指示」「準備学修の必要

時間・指示」の回答が少ない。 
 
1103 シラバスに関する自由記入欄 
 代表的なものとして、次のような記述があった。 
・ 授業ごとにコマシラバス作成、学生への理解を

高めている。 
・ シラバスの作成・公開により、学生による授業評価の目安としている。 
・ シラバス作成にあたり、アドバイザリーボードを設置し、外部有識者の意見を踏まえた上で作成。 
・ 入学から卒業までの履修と到達内容、時間、時期が理解できるように指導。 
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・ 学内で統一したフォーマットを作成。各回の内容、方法は専任教員及び一部の兼任教員が共同で設定。基

準を設けて対応。 
 
⑫学修支援 
 
1201 学生・生徒に対する学修支援で具体的に実施

している取組みを選んでください 
 「学習相談に応じている（1,292校）」という回答が

最も多かった。一方で、「学習ポートフォリオの導入

（91 校）」は少ない。その他の自由記述では、授業外

の個別指導が最も多かった。 
 
1202 学修支援に関する自由記入欄 
 代表的なものとして、次のような記述があった。 
・ 少人数学級、課外授業実施、進学希望者への個別指導。 
・ 学習に遅れがある学生の個別指導実施。 
・ 推薦入学者の入学前の論文指導、課題提示、実習指導を実施。 
・ 入学後の基礎学力確認のための試験を実施し、結果に応じた補習を実施。 
・ 担任制を中心とした生徒の個別把握、指導、補習、放課後指導の実施。 

 
⑬中途退学者の低減 
 
1301 中途退学者の推移や退学の原因について把握していますか 
 多くの学校が「十分把握している」と回答している。

「ある程度把握している」という回答と合わせると、

全体の98%にのぼる。 
記号 選択肢 学校数 

ア 十分把握している 1123

イ ある程度把握している 473

ウ あまり把握していない 9

エ まったく把握していない 3

オ その他 8

合 計 1616

 
1302 退学の原因に沿って実施している具体的な

取組みについて選んでください（複数選択

可） 
 「保護者との連携に力を入れている（1,245５校）」

という回答が最も多く、全体の 77%である。「原因

となる兆候を早期に発見するために学内の連携体制

を整備している（1,018校）」、「学生毎の指導記録を

整備している（933校）」などの回答が続く。 
 
1303 中途退学者の低減に関する自由記入欄 
 代表的なものとして、次のような記述があった。 
・ クラス担任を中心とした早めの対応を実施。学力の低下に注意しつつ、生活面でのアドバイスも含め、担

任、教務主任、専任副校長などが連携して対応。必要な場合は学校長が指導。 
・ 各担任がカウンセリングを行う。学校内で複数の教職員が対応する体制を整備。必要であれば、専門のカ

ウンセラーに相談。 
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・ サポートアンケートとして学生の学習意欲と精神面の両面を把握雄力。 
・ 欠席者には必ず担任等から電話連絡等を実施。 
・ 退学者もメール等で相談にのっている。 

 
⑭資格取得支援 
 
1401 資格取得支援について実施している取組み

を選んでください（複数選択可） 
 「教育課程に位置づけて対応している（1,270校）」

という回答が最も多く、次いで「模擬試験を実施して

いる（1,107 校）」、「希望者に対する補習（943 校）」

という回答が多かった。 
 
1402 資格取得支援に関する自由記入欄  
 ・ 模擬試験の成績不良者には追加課題を出し、補  

習、個別指導を実施。 
・ 他校と連携し、共通模擬試験を実施、対外的な学力レベルを評価し、互いに学校単位で切磋琢磨、学力の

向上を目指す。 
・ 卒後、国家試験に不合格した者に対し、学校施設の無料使用、補講、補習への参加体制を確保。科目等履

修生制度も導入。 
 
⑮キャリア教育 
 
1501 特にキャリア教育として位置づけ、実施して

いる学科目を選んでください 
 最も多い回答は「コミュニケーションスキルに関す

る科目（821校）」であった。次いで「文章・ビジネス

文書に関する科目（571校）」という回答が多かった。 
 
1502 専門科目や一般科目で、授業内容にキャリ

ア教育の視点を加えて実施している科目はありま

すか 
 「ある（721校）」という回答と「特にない（723校）」という回答がほぼ同数で、それぞれ約半分を占める。 
 
1503 科目名と指導内容について記入してください 
 代表的なものとして、「人間関係論」「キャリアデザイン」「キャリアプランニング」「職業倫理」「コミュニケー

ションスキル」「ビジネスマナー」「文書作成・「プレゼンテーション実践」「インターンシップ」「就職支援講座」

等から専門性の高い「実践演習」「臨床実習」「論理的思考」等の回答記述があった。 
 
1504 キャリア教育に関する自由記入欄 
 代表的なものとして、次のような記述があった。 
・ 働くこと、職業意識の明確化等を図るための

キャリア教育は職業教育と一体的に実施する

ことが重要。 
・ 学校内で教職員にキャリア教育カウンセラー

研修を実施。 
・ 教科を通じた職業人の意識の構築ができるよ

う指導を徹底。 
・ ここ数年、高校卒業時の基礎力がほとんど身

についていない傾向が見られるため、キャリ
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ア教育を重視。 
 
⑯就職支援 
 
1601 就職支援について実施している取組みを選んでください 

「就職活動の実態の把握に努め、関係教員で情報を共有している（1,264校）」「関係業界と連携し、求人の獲

得に努めている（1,126校）」「そつ後の再就職の相談に応じている（1,114校）」という回答が多かった。 
その他の自由記述を見ると、クラス担任による個別相談・指導や、個別企業訪問、保護者との連携、ハロー

ワークとの連携、無料職業紹介事業の実施、実習先・関係業界団体の活動への積極的参加等の回答があった。 
 
1602 就職支援に関する自由記入欄 
 代表的なものとして、次のような記述があった。 
・ 個別面談を行い、一人一人の特性を把握し、支援。就職先となる新規企業の開拓に努力。また、卒後の離

職を防ぐため、卒業生の相談等も対応。 
・ 無料職業紹介事所の指定を受け、地元機関への就職に力を入れている。 
・ キャリアセンター、同窓会を通じた卒後の生涯キャリア支援を実施。 
・ 就職先の判断基準として①校外実習、アルバイト等の積極的活動支援、②就職先を選定する際に必ず企業

訪問を実施するなど、必ず学生本人に体験をさせるよう指導。 
・ 学生が全員就職できるよう努力。就職を希望しないケースは、保護者同席の面談を行い、3 者同意の上で

支援を実施。 
 
⑰産学連携 
 
1701 学科に関連する企業、団体等との連携への取組み状況はいかがですか 
 「積極的に連携している」「ある程度連携している」

という回答が最も多く、いずれも全体の35%に達す

る。両者を合わせると全体の7割になる。 
記号 選択肢 学校数 

ア 積極的に連携している 558

イ ある程度連携している 552

ウ 連携は検討しているが現在は

していない 
115

エ 連携していない 340

オ その他 13

合 計 1578

 
(1701でア、イを選択した場合にのみ回答) 
1702 企業、団体等と連携している項目を選んでく

ださい 
 「学生・生徒の就職先の確保（835校）」という回答

が最も多く、次いで「学生生徒の実習の場の確保（808
校）」「インターンシップの場の提供（625校）」という

回答が多かった。 
 その他の自由記述では、 
・ 企業研修、臨床・臨地実習等における連携 
・ 商品開発、企業提案による製品作成等を通じた

授業実施 
・ 専任教員を介護事業所に派遣し研修を実施 
・ 企業からの出向者受入れ、企業ＯＢ採用等における連携 


	1　アンケート調査（続き）　



